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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明前面パネルの表面に光散乱形状部と光反射層とで構成する反射光散乱構造物を備え
る位置エンコード液晶ディスプレイパネルであって、
　該反射光散乱構造は、透明前面パネルの一面側に透明材料で形成した光散乱形状部と、
該光散乱形状部の表面を光反射材料を被覆して形成した光反射層と、からなる位置情報発
信部分であり、
　該光散乱形状部は、該透明前面パネルの表面にある該位置認識ペンから発せられた入射
光を散乱させる形状を備え、
　該光反射層は、該光散乱形状部で散乱した光を位置認識ペンの位置情報を示す反射光と
して、該透明前面パネルの表面上にある位置認識ペンに向けて発信可能としたことを特徴
とする位置エンコード液晶ディスプレイパネル。
【請求項２】
　前記光反射層の表面に遮光層を備える請求項１に記載の位置エンコード液晶ディスプレ
イパネル。
【請求項３】
　前記透明前面パネルの表面の隣接する前記光反射層間に、カラーフィルターを設けた請
求項１又は請求項２に記載の位置エンコード液晶ディスプレイパネル。
【請求項４】
　前記光散乱形状部は、その縦断面形状が１以上の半円状又は多角形状の溝状物からなる
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形状であることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の位置エンコード
液晶ディスプレイパネル。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載の位置エンコード液晶ディスプレイパネルが備え
る反射光散乱構造物の製造方法であって、
　透明前面パネルの一面側の少なくとも一部領域に透明材料からなる光散乱形状部を形成
する光散乱形状部形成ステップと、
該光散乱形状部の表面の少なくとも一部領域を光反射材料で被覆して光反射層を形成する
光反射層形成ステップと、を含むことを特徴とする反射光散乱構造物の製造方法。
【請求項６】
　前記光散乱形状部形成ステップは、前記透明前面パネルの一面側の少なくとも一部領域
を前記透明材料で被覆して透明膜層を形成する透明膜層形成ステップと、
　該透明膜層の少なくとも一部領域の表面を部分的に除去して前記光散乱形状部を形成す
る透明膜層エッチングステップと、からなる請求項５に記載の反射光散乱構造物の製造方
法。
【請求項７】
　前記光散乱形状部形成ステップは、前記透明前面パネルの一面側を部分的に除去して前
記光散乱形状部を形成する透明前面パネルエッチングステップである請求項５に記載の反
射光散乱構造物の製造方法。
【請求項８】
　前記光反射層形成ステップの後に、前記光反射層の表面に遮光層を形成する遮光層形成
ステップを含む請求項５～請求項７のいずれかに記載の反射光散乱構造物の製造方法。
【請求項９】
　前記遮光層形成ステップの後に、前記遮光層が形成されていない部分に複数のカラーフ
ィルターを配置するカラーフィルター配置ステップを含む請求項８に記載の反射光散乱構
造物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射光散乱構造物を備える位置エンコード液晶ディスプレイパネルと反射光
散乱構造物の製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　フラットディスプレイは、電子産業で非常に広く用いられており、ノート型パソコン、
パソコンのディスプレイ、特に、例えばＰＤＡなどの携帯用デバイス等に用いられている
。該フラットディスプレイにおいて、ディスプレイ上のペンの位置を検出するものとして
は、位置感知液晶ディスプレイ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｓｅｎｓｉｂｌｅ　Ｌｉｑｕｉｄ　
Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ；　以下、ＰＳＬＣＤと称す）が知られている。ＰＳＬ
ＣＤは、位置エンコード液晶ディスプレイパネルの背面に網状金属線からなるセンサーボ
ードの集合体である電磁デジタイザ層が形成され、ペンが直接、位置エンコード液晶ディ
スプレイパネルに接触することにより、位置エンコード液晶ディスプレイパネル上の位置
を認識するものである。しかし、該ＰＳＬＣＤは、複雑な構造をしており、また多くの制
御回路を必要とすることから、フラットディスプレイが厚くなったり、大きくなったりす
るという問題があった。
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１７２４３７号公報（第１頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、ペンが位置エンコード液晶ディスプレイパネルに完全に接触しなくて
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も位置エンコード液晶ディスプレイパネル上のペンの位置を確実に認識することができる
位置エンコード液晶ディスプレイパネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明（１）は、透明前面パネルの表面に光散乱形状部と光反射層とで構成する反射光
散乱構造物を備える位置エンコード液晶ディスプレイパネルであって、該反射光散乱構造
は、透明前面パネルの一面側に透明材料で形成した光散乱形状部と、該光散乱形状部の表
面を光反射材料を被覆して形成した光反射層と、からなる位置情報発信部分であり、該光
散乱形状部は、該透明前面パネルの表面にある該位置認識ペンから発せられた入射光を散
乱させる形状を備え、該光反射層は、該光散乱形状部で散乱した光を位置認識ペンの位置
情報を示す反射光として、該透明前面パネルの表面上にある位置認識ペンに向けて発信可
能としたことを特徴とする位置エンコード液晶ディスプレイパネルを提供するものである
。
【０００６】
　本発明（２）は、本発明（１）において、前記光反射層の表面に遮光層を備えることを
特徴とする位置エンコード液晶ディスプレイパネルを提供するものである。
【０００７】
　本発明（３）は、本発明（１）又は本発明（２）において、前記透明前面パネルの表面
の隣接する前記光反射層間に、カラーフィルターを設けたことを特徴とする位置エンコー
ド液晶ディスプレイパネルを提供するものである。
【０００８】
　本発明（４）は、本発明（１）～本発明（３）のいずれかにおいて、前記光散乱形状部
は、その縦断面形状が１以上の半円状又は多角形状の溝状物からなる形状であることを特
徴とする位置エンコード液晶ディスプレイパネルを提供するものである。
【０００９】
　本発明（５）は、本発明（１）～本発明（４）のいずれかに記載の位置エンコード液晶
ディスプレイパネルが備える反射光散乱構造物の製造方法であって、透明前面パネルの一
面側の少なくとも一部領域に透明材料からなる光散乱形状部を形成する光散乱形状部形成
ステップと、該光散乱形状部の表面の少なくとも一部領域を光反射材料で被覆して光反射
層を形成する光反射層形成ステップと、を含むことを特徴とする反射光散乱構造物の製造
方法を提供するものである。
【００１０】
　本発明（６）は、本発明（５）において、前記光散乱形状部形成ステップは、前記透明
前面パネルの一面側の少なくとも一部領域を前記透明材料で被覆して透明膜層を形成する
透明膜層形成ステップと、該透明膜層の少なくとも一部領域の表面を部分的に除去して前
記光散乱形状部を形成する透明膜層エッチングステップと、からなることを特徴とする反
射光散乱構造物の製造方法を提供するものである。
【００１１】
　本発明（７）は、本発明（５）において、前記光散乱形状部形成ステップは、前記透明
前面パネルの一面側を部分的に除去して前記光散乱形状部を形成する透明前面パネルエッ
チングステップであることを特徴とする反射光散乱構造物の製造方法を提供するものであ
る。
【００１２】
　本発明（８）は、本発明（５）～本発明（７）のいずれかにおいて、前記光反射層形成
ステップの後に、前記光反射層の表面に遮光層を形成する遮光層形成ステップを含むこと
を特徴とする反射光散乱構造物の製造方法を提供するものである。
【００１３】
　本発明（９）は、本発明（８）において、前記遮光層形成ステップの後に、前記遮光層
が形成されていない部分に複数のカラーフィルターを配置するカラーフィルター配置ステ
ップを含むことを特徴とする反射光散乱構造物の製造方法を提供するものである。
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【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る位置エンコード液晶ディスプレイパネルによれば、位置認識ペンから出光
された赤外線又は紫外線の反射光中に含まれる位置情報を位置認識ペンが容易に検出する
ことができるため、位置認識ペンが位置エンコード液晶ディスプレイパネルに完全に接触
しなくても位置エンコード液晶ディスプレイパネル上のペンの位置を確実に認識すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明についての目的、特徴、長所が一層明確に理解されるよう、以下に実施形態を例
示し、図面を参照しながら、詳細に説明する。
【実施例】
【００１６】
　図１は、本発明に係る位置エンコード液晶ディスプレイ（ＰＥＬＣＤ）パネルを用いた
フラットディスプレイ装置の模式的な斜視図である。該フラットディスプレイ装置１０は
、位置エンコード液晶ディスプレイパネル（ＰＥＬＣＤパネル）１１と位置認識ペン１３
とからなる。ＰＥＬＣＤパネル１１は、その内部に透明材料からなる光散乱形状部が形成
され、該光散乱形状部の表面に光反射材料からなる光反射層が形成される。光反射層には
、位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における位置情報を発信可能な位置情報発信
部分１２が形成されている。位置情報発信部分１２は、光反射層を構成する光反射材料に
より形成されており、該光反射材料の形状又は性状を各位置情報発信部分１２に特有のも
のになるように、部分的に除去等で光反射層の一部の表面形状を加工したり、光反射層の
一部を磁気、レーザー等を用いて位置情報の書き込み又は書き換え可能なように形成した
りすることにより形成される。光散乱形状部及び光反射層は、位置認識ペン１３から出光
される赤外線又は紫外線を散乱させる構造、例えば、凹面鏡のような断面を有する断面半
円状の溝状物からなる光散乱形状部と該光散乱形状部裏面を被覆する光反射層とを有する
構造に形成されている。
【００１７】
　位置認識ペン１３は、赤外線又は紫外線等の光を出光し受光するものであり、例えば、
赤外線又は紫外線の光波の送信機と受信機を備える、いわゆるデジタルペンが用いられる
。また、位置認識ペン１３は、図示しない処理装置に接続され、受光した赤外線又は紫外
線中に含まれる位置情報を無線又は有線で処理装置に伝送すると共に、処理装置で処理さ
れた位置情報を処理装置から受けることができるようになっている。
【００１８】
　図２は、本発明に係るＰＥＬＣＤパネルとバックライトユニットとからなるＰＥＬＣＤ
パネルユニットの断面図を示す。ＰＥＬＣＤパネルユニット２０は、ＰＥＬＣＤパネル２
２とバックライトユニット２１からなり、ＰＥＬＣＤパネル２２には、例えば、偏光フィ
ルター等の偏光板層２３が形成される。偏光板層２３は、その偏光作用により、後述の光
散乱形状部２４ａ及び光反射層２６に放射された赤外線又は紫外線の反射光を散乱させる
ことができるため、位置認識ペン１３が反射光に含まれる位置情報を容易に認識できるよ
うにするものである。
【００１９】
　ＰＥＬＣＤパネル２２は、図２中、偏光板層２３の下方に、後述の透明前面パネル２４
、光散乱形状部２４ａ、光反射層２６、遮光層２５及びカラーフィルター２７からなる反
射光散乱構造物が形成されている。透明前面パネル２４は、例えば、ガラス、透明プラス
チック等の公知の透明材料から形成される。光散乱形状部２４ａは、透明前面パネル２４
の一部が、図２中の下方に突出するように形成されたものである。光散乱形状部２４ａは
、各光散乱形状部２４ａが、断面半円状の溝状物が５本隣接して形成されたものになって
おり、図２中の下方の表面に形成される後述の光反射層２６で反射された赤外線又は紫外
線（図２中、ＩＲ）が、図２中の上方（図２中、ＩＲｒｅｆ）に対して散乱されるように
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なっている。光反射層２６は、クロム、アルミニウム及び銀等の金属材料その他の光を反
射できる光反射材料により形成される。
【００２０】
　光反射層２６には、位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における位置情報を発信
可能な位置情報発信部分が形成されている。位置情報発信部分は、光反射層２６を構成す
る光反射材料により形成されており、該光反射材料の形状又は性状を各位置情報発信部分
に特有のものになるように、部分的に除去等で光反射層２６の一部の表面形状を加工した
り、光反射層２６の一部を磁気、レーザー等を用いて位置情報の書き込み又は書き換え可
能なように形成したりすることにより形成される。
【００２１】
　遮光層２５は、例えば、金属、高反射率材料等で形成される遮光マスクである。ＰＥＬ
ＣＤパネル２２は、隣接する光反射層２６、２６間にカラーフィルター２７が配置されて
いる。カラーフィルター２７としては、赤色カラーフィルター、緑色カラーフィルター及
び青色カラーフィルターが用いられる。
【００２２】
　図３は、本発明に係るＰＥＬＣＤパネルの拡大断面図である。ＰＥＬＣＤパネル３０は
、上記ＰＥＬＣＤパネル２２と略同様の構造を有するが、ＰＥＬＣＤパネル２２の光散乱
形状部２４ａが透明前面パネル２４と一体であるのに対し、ＰＥＬＣＤパネル３０の光散
乱形状部３２は透明前面パネル３１と別体である点が異なっている。
【００２３】
　ＰＥＬＣＤパネル３０は、後述の透明前面パネル３１、光散乱形状部３２、光反射層３
３、遮光層３４及びカラーフィルター３５からなる反射光散乱構造物３６を含むものであ
る。
【００２４】
　透明前面パネル３１は、例えば、ガラス及びプラスチック等の公知の透明材料により形
成される。光散乱形状部３２は、透明前面パネル３１の図３中の下方の面、すなわち、透
明前面パネル３１の裏面の一部領域に図３中の下方に突出するように形成される。光散乱
形状部３２は、各光散乱形状部３２が、断面半円状の溝状物が５本隣接して形成されたも
のになっており、図３中の下方の表面に形成される後述の光反射層３３で反射された赤外
線又は紫外線（図３中、ＩＲ）が、図３中の上方に散乱されるようになっている。光散乱
形状部３２は、透明前面パネル３１と同様に、例えば、ガラス及びプラスチック等の公知
の透明材料により形成される。光散乱形状部３２と透明前面パネル３１とは同一材料であ
ってもよいし、異なる材料であってもよいが、同一材料であると光の屈折率や熱膨張率等
が同一であるため好ましい。なお、本発明において、光散乱形状部の形態は、光散乱形状
部３２の断面半円状の溝状物の形態に限られるものでなく、入射光を散乱させることがで
きる形状のものであればよい。このような形状としては、例えば、断面三角形状の溝状物
等の断面多角形状の溝状物が挙げられる。
【００２５】
　本発明では、光散乱形状部がこのような形態であることにより、後述の光反射層３３が
形成されるとその部分で位置認識ペンから出光される赤外線又は紫外線が散乱され、該散
乱された赤外線又は紫外線に含まれる位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における
位置情報を位置認識ペンが受信することで容易に認識できるようになっている。
【００２６】
　ＰＥＬＣＤパネル３０は、光散乱形状部３２の裏面、すなわち、図３中の下方の表面を
被覆するように光反射層３３が形成されており、光散乱形状部３２への入射光を図３中の
上方に散乱させるようになっている。光反射層３３は、クロム、アルミニウム及び銀等の
金属材料その他の光を反射できる光反射材料により形成される。
【００２７】
　光反射層３３には、位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における位置情報を発信
可能な位置情報発信部分が形成されている。位置情報発信部分は、光反射層３３を構成す
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る光反射材料により形成されており、該光反射材料の形状又は性状を各位置情報発信部分
に特有のものになるように、部分的に除去等で光反射層３３の一部の表面形状を加工した
り、光反射層３３の一部を磁気、レーザー等を用いて位置情報の書き込み又は書き換え可
能なように形成したりすることにより形成される。
【００２８】
　ＰＥＬＣＤパネル３０は、光反射層３３の裏面、すなわち、図３中の下方の表面に遮光
層３４が形成されている。遮光層３４は、例えば、金属、高反射率材料等で形成される遮
光マスクである。
【００２９】
　ＰＥＬＣＤパネル３０は、隣接する光反射層３３、３３間にカラーフィルター３５が配
置されている。カラーフィルター３５としては、赤色カラーフィルター、緑色カラーフィ
ルター及び青色カラーフィルターが用いられる。
【００３０】
　図４は、本発明に係るＰＥＬＣＤパネル６０の拡大断面図である。ＰＥＬＣＤパネル６
０は、上記ＰＥＬＣＤパネル３０と略同様の構造を有するが、ＰＥＬＣＤパネル３０の光
散乱形状部３２が透明前面パネル３１の一部領域に形成されているのに対し、ＰＥＬＣＤ
パネル６０の光散乱形状部６７は透明前面パネル６２の全面に形成される点が異なってい
る。ＰＥＬＣＤパネル６０は、この相違点以外はＰＥＬＣＤパネル３０と同様であるため
、ＰＥＬＣＤパネル３０と同様の部分については、適宜、説明を省略する。
【００３１】
　ＰＥＬＣＤパネル６０は、後述の透明前面パネル６２、光散乱形状部６７、光反射層６
３、遮光層６４及びカラーフィルター６８からなる反射光散乱構造物６１を含むものであ
る。
【００３２】
　透明前面パネル６２は、例えば、ガラス及びプラスチック等の公知の透明材料により形
成される。光散乱形状部６７は、透明前面パネル６２の図４中の下方の面、すなわち、透
明前面パネル６２の裏面の全面に図４中の下方に突出するように形成される。光散乱形状
部６７は、隣接する光散乱形状部６７が、連続する断面半円状の溝状物で形成されたもの
になっており、図４中の下方の表面に形成される後述の光反射層６３で反射された赤外線
又は紫外線（図４中、ＩＲ）が、図４中の上方に散乱されるようになっている。光散乱形
状部６７は、透明前面パネル６２と同様に、例えば、ガラス及びプラスチック等の公知の
透明材料により形成される。光散乱形状部６７と透明前面パネル６２とは同一材料であっ
てもよいし、異なる材料であってもよいが、同一材料であると光の屈折率や熱膨張率等が
同一であるため好ましい。なお、本発明において、光散乱形状部の形態は、光散乱形状部
６７の断面半円状の溝状物の形態に限られるものでなく、入射光を散乱させることができ
る形状のものであればよい。このような形状としては、例えば、断面三角形状の溝状物等
の断面多角形状の溝状物が挙げられる。
【００３３】
　本発明では、光散乱形状部がこのような形態であることにより、後述の光反射層６３が
形成された部分で位置認識ペンから出光される赤外線又は紫外線が散乱され、該散乱され
た赤外線又は紫外線に含まれる位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における位置情
報を位置認識ペンが受信することで容易に認識できるようになっている。
【００３４】
　ＰＥＬＣＤパネル６０は、光散乱形状部６７の裏面、すなわち、図４中の下方の表面の
一部領域を被覆するように光反射層６３が形成されており、その部分で光散乱形状部６７
への入射光を図４中の上方に散乱させるようになっている。ＰＥＬＣＤパネル６０は、上
記ＰＥＬＣＤパネル３０と異なり、光散乱形状部６７が透明前面パネル６２の全面に形成
されているため、光反射層６３は光散乱形状部６７の一部領域のみを被覆するように形成
されている。光反射層６３は、クロム、アルミニウム及び銀等の金属材料その他の光を反
射できる光反射材料により形成される。
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【００３５】
　光反射層６３には、位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における位置情報を発信
可能な位置情報発信部分が形成されている。位置情報発信部分は、光反射層６３を構成す
る光反射材料により形成されており、該光反射材料の形状又は性状を各位置情報発信部分
に特有のものになるように、部分的に除去等で光反射層６３の一部の表面形状を加工した
り、光反射層６３の一部を磁気、レーザー等を用いて位置情報の書き込み又は書き換え可
能なように形成したりすることにより形成される。
【００３６】
　ＰＥＬＣＤパネル６０は、光反射層６３の裏面、すなわち、図４中の下方の表面に遮光
層６４が形成されている。遮光層６４は、例えば、金属、高反射率材料等で形成される遮
光マスクである。
【００３７】
　図４を参照してＰＥＬＣＤパネル６０を用いた場合の位置エンコード液晶ディスプレイ
パネル上における位置認識ペンの位置情報の認識作用を説明する。まず、図示しない位置
認識ペンからＰＥＬＣＤパネル６０の表面に赤外線又は紫外線６５を出光する。次に、Ｐ
ＥＬＣＤパネル６０に入射された赤外線又は紫外線６５は、光散乱形状部６７を被覆する
光反射層６３で散乱されてＰＥＬＣＤパネル６０の表面から反射光６６として出光する。
この際、反射光６６は光反射層６３中の位置情報発信部分から発信される位置認識ペンの
位置情報を含んでいる。位置認識ペンは該反射光６６を受光すると、反射光６６中の位置
情報を取り出して、該位置情報を図示しない処理装置に有線又は無線で送信し、処理装置
で演算することにより位置認識ペンの位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における
位置情報が認識されるようになっている。なお、ＰＥＬＣＤパネル６０は赤外線又は紫外
線を用いて位置エンコード液晶ディスプレイパネル上における位置情報を認識するため、
位置認識ペンが位置エンコード液晶ディスプレイパネルの表面に直接に接触する必要はな
い。すなわち、位置認識ペンは、位置エンコード液晶ディスプレイパネルの表面に直接に
も接触していてもよいし、接触していなくてもよい。
【００３８】
　図５～図８は、本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第１の実施形態を説明する
透明前面パネルの模式的な側面図である。図５は、透明前面パネル４１の模式的な側面図
であり、後述の光散乱形状部形成ステップに用いられる材料を示すものである。透明前面
パネル４１は、例えば、ガラス、透明プラスチック等の公知の透明材料から形成される板
状物である。
【００３９】
　図６は、光散乱形状部形成ステップの一部である光散乱形状部形成ステップを説明する
透明前面パネル４１等の模式的な側面図である。「光散乱形状部形成ステップ」は、透明
前面パネルの表面の少なくとも一部領域に透明材料からなる光散乱形状部を形成するステ
ップであり、光散乱形状部を形成することができるステップであればどのようなものであ
ってもよい。該「光散乱形状部形成ステップ」としては、例えば、透明前面パネルの一面
側を透明材料で被覆して透明膜層を形成するステップ（透明膜層形成ステップ）と、透明
膜層の少なくとも一部領域の表面を部分的に除去して光散乱形状部を形成するステップ（
透明膜層エッチングステップ）との２つのステップからなるステップや、透明前面パネル
の表面を部分的に除去して光散乱形状部を形成するステップ（透明前面パネルエッチング
ステップ）の１つのステップからなるステップを採用することができる。
【００４０】
　図６に示す光散乱形状部形成ステップは、透明前面パネル４１の一面側の一部領域を透
明材料で被覆して透明膜層４２を形成する。透明膜層４２は、ガラス及びプラスチック等
の公知の透明材料を用いて形成することができ、例えば、透明前面パネル４１の一面側の
一部領域にスピンコータマシーンを用いて樹脂を塗布し硬化させて透明膜層を得る方法や
、透明前面パネル４１の表面全面にスパッタリングして透明膜層を得る方法により形成さ
れる。
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【００４１】
　図７は、光散乱形状部形成ステップの一部である透明膜層エッチングステップを説明す
る透明前面パネル４１等の模式的な側面図である。図７において、透明膜層４２は、その
表面の一部領域が部分的に除去されて、光散乱形状部４３が形成されている。光散乱形状
部４３は、それぞれが断面半円状の溝状物５本が隣接して形成された集合体の形状に形成
されている。なお、本発明で用いられる光散乱形状部の形状は、光散乱形状部４３の断面
半円状の溝状物の形態に限られるものでなく、例えば、断面三角形状の溝状物等の断面多
角形状の溝状物であってもよい。透明膜層の表面の一部を部分的に除去する方法としては
、例えば、透明膜層４２の表面にフォトレジストを塗布、硬化させた後、化学的にエッチ
ングする方法や、プラズマやイオンビームを用いて透明膜層４２の表面を破壊する方法が
挙げられる。
【００４２】
　図８は、光反射層形成ステップを説明する透明前面パネル４１等の模式的な側面図であ
る。図８において、光散乱形状部４３の表面は光反射材料で被覆されて光反射層４４が形
成されている。光反射層４４は、クロム、アルミニウム及び銀等の金属材料その他の光を
反射できる光反射材料により形成される。なお、図８において、光反射層４４は、光散乱
形状部４３の表面を被覆して形成される表面を平坦に形成しているが、本発明において、
光反射層４４の表面が平坦である必要はない。ただし、光反射層４４の表面が平坦である
と、必要に応じて該層の上にさらに遮光層を設ける場合に遮光層を形成しやすいため好ま
しい。
【００４３】
　なお、本発明では、上記光反射層形成ステップの後に、さらに、光反射層の表面に金属
、高反射率材料等を用いて遮光層を形成する遮光層形成ステップを含んでいてもよい。ま
た、本発明では、該遮光層形成ステップの後に、さらに、遮光層が形成されていない部分
に複数のカラーフィルターを配置するカラーフィルター配置ステップを含んでいてもよい
。
【００４４】
　図９～図１１は、本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第２の実施形態を説明す
る透明前面パネルの模式的な側面図である模式的な側面図である。図９は、透明前面パネ
ル５１の模式的な側面図であり、後述の光散乱形状部形成ステップに用いられる材料を示
すものである。透明前面パネル５１は、例えば、ガラス、透明プラスチック等の公知の透
明材料から形成される板状物である。
【００４５】
　図１０は、光散乱形状部形成ステップが透明前面パネルエッチングステップである場合
を説明する透明前面パネル５１等の模式的な側面図である。図１０において、透明前面パ
ネル５１は、その一面側の一部領域５４が部分的に除去されることにより光散乱形状部５
２が形成されている。光散乱形状部５２は、断面半円状の溝状物が隣接して連続的に形成
された集合体の形状に形成されている。なお、本発明で用いられる光散乱形状部の形状は
、光散乱形状部５２の断面半円状の溝状物の形態に限られるものでなく、例えば、断面三
角形状の溝状物等の断面多角形状の溝状物であってもよい。透明前面パネル５１の一面側
の一部領域を部分的に除去する方法としては、例えば、透明前面パネル５１の一面側をサ
ンドペーパーや表面粗度が高い硬質板でこする方法、透明前面パネル５１の一面側にフォ
トレジストを塗布、硬化させた後、化学的にエッチングする方法や、プラズマやイオンビ
ームを用いて透明前面パネル５１の一面側を破壊する方法が挙げられる。該方法では、透
明前面パネル５１の一面側全面に光散乱形状部５２を形成するため、本発明に係る反射光
散乱構造物の製造方法の第１の実施形態に比べて、製造が容易になる。
【００４６】
　図１１は、光反射層形成ステップを説明する透明前面パネル５１等の模式的な側面図で
ある。図１１において、光散乱形状部５２の表面の一部領域が光反射材料で被覆されて光
反射層５３が形成されている。光反射層５３は、クロム、アルミニウム及び銀等の金属材
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料その他の光を反射できる光反射材料により形成される。なお、図１１において、光反射
層５３は、光散乱形状部５２の表面を被覆して形成される表面を平坦に形成しているが、
本発明において、光反射層５３の表面が平坦である必要はない。ただし、光反射層５３の
表面が平坦であると、必要に応じて該層の上にさらに遮光層を設ける場合に遮光層を形成
し易いため好ましい。
【００４７】
　なお、本発明では、上記光反射層形成ステップの後に、さらに、光反射層の表面に金属
、高反射率材料等を用いて遮光層を形成する遮光層形成ステップを含んでいてもよい。ま
た、本発明では、該遮光層形成ステップの後に、さらに、遮光層が形成されていない部分
に複数のカラーフィルターを配置するカラーフィルター配置ステップを含んでいてもよい
。
【００４８】
　なお、透明前面パネル、光散乱形状部、光反射層及び遮光層は隣接する位置、例えばこ
の順番に積層された構造を呈するが、本発明では、これらの部材又は層の間に適宜、中間
層を形成してもよい。
【００４９】
　以上、本発明の好適な実施例を例示したが、これは本発明を限定するものではなく、本
発明の精神及び範囲を逸脱しない限りにおいては、当業者であれば行い得る少々の変更や
修飾を付加することは可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明に係るＰＥＬＣＤパネルを用いたフラットディスプレイ装置の模式的な斜
視図である。
【図２】本発明に係るＰＥＬＣＤパネルとバックライトユニットとからなるＰＥＬＣＤパ
ネルユニットの断面図である。
【図３】本発明に係るＰＥＬＣＤパネルの拡大断面図である。
【図４】本発明に係るＰＥＬＣＤパネルの拡大断面図である。
【図５】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第１の実施形態を説明する透明前面
パネルの模式的な側面図である。
【図６】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第１の実施形態を説明する透明前面
パネル等の模式的な側面図である。
【図７】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第１の実施形態を説明する透明前面
パネル等の模式的な側面図である。
【図８】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第１の実施形態を説明する透明前面
パネル等の模式的な側面図である。
【図９】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第２の実施形態を説明する透明前面
パネルの模式的な側面図である。
【図１０】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第２の実施形態を説明する透明前
面パネル等の模式的な側面図である。
【図１１】本発明に係る反射光散乱構造物の製造方法の第２の実施形態を説明する透明前
面パネル等の模式的な側面図である。
【符号の説明】
【００５１】
１０　フラットディスプレイ装置
２０　ＰＥＬＣＤパネルユニット
３０、６０　ＰＥＬＣＤパネル
１１　位置エンコード液晶ディスプレイパネル
１２　位置情報
１３　位置認識ペン
２１　バックライトユニット
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２２　ＰＥＬＣＤパネル
２３　偏光板層
２４、３１、４１、５１、６２　透明前面パネル
２４ａ　光散乱形状部
３６、６１　反射光散乱構造物
２５、３４、６４　遮光層
２６、３３、４４、５３、６３　光反射層
２７、３５、６８　カラーフィルター
２８　液晶層
３２、４３、５２、６７　光散乱形状部
４２　透明膜層
６５　赤外線
６６　反射光

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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